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《ノート》

縢全自動ＲＩＡ装置RIA2000の評価（第１報）

佐藤順一議石川幸雄＊

要旨今回全自動ＲＩＡ処理装鳳｢RIA-2000」（アロカ社)を使用する機会を得,その性能について基礎的な検討を行った。

その結果，操作性・分注精度・再現性などいずれも良好な結果が得られたが洗浄操作・温度管理の面で幾つかの問題点も見

られた。しかし本装liftは高い汎用性を有しており，日常のＲＩＡ検査器としての有用性は高いと考えられた。
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めインキュベータＡに並べられた測定用チューブを中

心部の円形テーブルに運び，テーブルが回転する事に

より分性器・ビーズ移送機構・洗浄機構等の位置に

チューブが設定され，それぞれの処理を行いインキュ

ベータにもどされる方式となっている。これらの処理

は４本毎に40秒のタイムサイクルにて動作が行われ，

インキュベート時間は測定チューブの数によらず各々

等しくなるように設定されている。全てのインキュ

ベーション及び洗浄操勵作終了後，２台のウェル型カウ

ンターにて放射能が計測される。このため全体の処理

時間は，用手法よりも延長する。

Ｌはじめに

近年，免疫学的測定法の進歩に伴いインピトロ検査

法においても精度向上，感染・汚染防止，省力化を目

的とした自動化が進むなかで，ＲＩＡによる測定系は処

理エ程毎の半自動化もしくは特定の測定項目のみの自

動化にとどまっている状況であった。今回我々はビー

ズ固相法及び試験管固相法(IＲＭＡ，ＲＩＡ)を対象とし

た全自励ＲＩＡ装樋「RIA-2000」（アロカ社）を使用す

る機会を得，その性能について基礎的な検討を行った

のでその結果について報告する。

ｎ．装置の仕様および処理の概要

装置の主な仕様は第一報で示したごとくである。処

理は用手法の工程をそのまま装置化したタイプとなっ

ており,測定にはアロカチュープ･グイナポットチュー

ブ･第一Ｌチューブ･ＳＰＡＣ固相法チューブを使用し，

トータルサンプルを含め全アッセイチューブで150本

までの処理が可能である｡試薬･ビーズ等は市販のキッ

トのものをそのまま使用し，データ処理等のソフト

ウエアは従来のアロカ社のシステムのものとほぼ同じ

ものである。試薬に関しては装置専用の試薬瓶に移し

て使用するが,その試薬瓶の径が大きいため分注時には

脂手時よりも多埜（１～２ｍl)の試薬鐘が必要となる。

装置内部の概略をＦｉｇ．１に示す。インキュベータは

２台あり，１台は加温及び振とう用（間欠振とう）と

なっている。２本のマニュピレータにより，あらかじ
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(ＣＶ）ともに良好な結果を示した。

Ⅳ－２温度分布

室温25°Ｃにおいて反応チューブ内に１ｍlの蒸留水

を満たしたものをインキュベータ内に並べ，温度設定

後15分以降に測定を行った結果をＴａｂｌｅ２に示す。加

温機榊を有するインキユベータＢについては，３７°Ｃ設

定時の恒温部中央及び４１偶における温度差（Tmax-

Tmln）は0.2°Ｃであった。

しかし実際のアッセイ時においては，インキュベー

タには冷却機桃が無いためインキュベータ全体の温度

が設定`値よりも上昇する場合が見られた。

Ⅳ一３間欠振とうの影響

本装置における振とうインキュベーションは220

rpm，４０秒間振とう・４０秒間静止の間欠振とうの形を

とっている。用手法における連続振とう（200rpm）と

の関係をTable3に示す。測定にはSPAC-LH（１ス

テップ試験管圏｜11法）を用い，結合率（B/Ｔ）にて比

較した。結合率に大きな差は見られなかった。

Ⅳ－４洗浄効果

測定用チューブにトレーサー200座ｌを分注し，蒸留

水１ｍlにて１回洗浄を行い残存放射能を測定するこ

とにより洗浄効果を用手法と比較した。ビーズ法の場

合は交差反応性の無いビーズを用いて行った。結果を

Table４，５に示す。次に，洗浄は４本のノズルにて行

われるが，それぞれのノズルにおける洗浄効果につい

て複数回同様の方法にて測定した結果をFig.２に示

す。

以上より洗浄後の残存放射能量の変動が用手法に比

して商く，洗浄においては用手法よりも洗浄水の増

量･洗浄回数の増数,ビーズ法ではビーズの測定チュー

ブ移し替えなど操作が必要と考えられた。

Ⅳ－５再現性

同時再現性・日差再現性について，ダイナポット社

Ⅲ検討項目

１．分注精度

２．温度分布

３．インキュベーションにおける間欠振とうの影響

４．洗浄効果

５．同時再現性・日差再現性

Ⅳ結果

Ⅳ－１分注精度

本装置の分注機榊にはサンプル毎にピペットチップ

を交換する検体分注モードと，連続して分注する試薬

分注モードがある。それぞれについて重量法にて測定

した結果をＴａｂｌｅｌに示す。どちらも分注量･変肋係数
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Table４洗浄の効果（ビーズ法）
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ＡＦＰＲＩＡ－ＢＥＡＤＳを使用し測定した結果を，それぞ

れＴａｂｌｅ６に示す。ただし，この場合における洗浄回

数｡洗浄水埜は川手法よりも増やして行い,結合率(B／

T)にて比較した｡再現性はどちらも良好な結果を示し

た。

Ｖ考察および結語

本装置は従来の用手法の試薬を適用でき，操作性・

精度ともにほぼ満足できるものであった。しかし，洗

浄操作においては用手法よりバラツキが大きいため，

洗浄水量の増賦・洗浄回数の増数，ビーズのチューブ

移し替え等の操作が必要と考えられた。また洗浄ノズ

ルの定期的なＱｃも必要と考えられた。

温度管理の面では，装極の設麗環境によりインキュ

ベーション温度が過温度になる場合があり注意が必要

と思われた。

本装置の使用による省力化については期待できると

思われるが，用手法での工程をそのまま処理するため

反応時間などの短縮にはつながらず，用手法よりも全

体の処理時間は増大する。また現状の処理容量では多

数検体の処理には限界がある。

本装置は幾つかの問題点はあるものの，高い汎用性

を有しており;検査室の笑'情と目的に応じた幅広い応用

が可能と思われる。
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Table５洗浄の効果（チューブ法）
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Fig.２各ノズルにおける洗浄の効果
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